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２月

　３日（日）	 RKK 女子駅伝練習会

	 RKK 女子駅伝のコースを走ります。（応援の男子も一緒に）

	 集合場所　　えがお健康スタジアムグランド側　第Ⅱゲート付近

	 集合時間　　9：00

　６日（水）	 江津湖ゆうぐれ練習会　：集合 18：00  ばってんの湯（湖畔通り約７～ 8 キロ）

	 ※毎週水曜日に開催。　　　担当　倉岡英夫・斉藤睦夫

１１日（月・祝）　RKK 女子駅伝（詳細は「1 月号企画だより」）

１３日（水）	 運動公園夕暮練習会　　19：00 集合　パークドーム室内プール横

	 担当　小牧裕子　吉次雄二

１７日（日）	 熊本城マラソン

２０日（水）	 幹事会

２４日（日）	 運動公園スローロングラン

	 8：00　運動公園ジョギングコース元売店前集合

３月

　３日（日）	 緑川ロングラン（約 34K ｍ）

	 ばってんの湯　６時 00 分集合　　担当　倉岡英夫・石松文代

　６日（水）	 江津湖ゆうぐれ練習会　：集合 18：00  ばってんの湯（湖畔通り約７～ 8 キロ）

	 ※毎週水曜日に開催。　　　担当　倉岡英夫・斉藤睦夫

１０日（日）	 天草パールラインマラソン大会

	 今年も前夜祭から参加します。（詳細は企画だより）	

１３日（水）	 運動公園夕暮練習会　　19：00 集合　パークドーム室内プール横

	 担当　小牧裕子　吉次雄二

２０日（水）	 幹事会

３１日（日）	 お花見マラソン　　※開花時期により日程の変更有り。（詳細は企画だより）

４月

　３日（水）	 江津湖ゆうぐれ練習会　：集合 18：00  ばってんの湯（湖畔通り約７～ 8 キロ）

	 ※毎週水曜日に開催。　　　担当　倉岡英夫・斉藤睦夫

１０日（水）	 運動公園夕暮練習会   19：00 集合　パークドーム室内プール横

	 担当　小牧裕子　吉次雄二

１４日（日）	 白川ミドルラン（白川堤防を有明海向け往復約 15 ｋｍのんびり走ります）

	 集合　9：00 熊本駅市電乗り場前（事前の申込不要）

	 担当　田代治彦

１７日（水）	 幹事会
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◎３月１０日（日）天草パールラインマラソン大会
　（主催　上天草市、熊本走ろう会）

健康マラソンの草分けとなったこの天草パールラインマラソン大会は、昭和４７年（1972年）

に「熊本走ろう会」を創始した加地正隆初代会長とその仲間達が金栗四三翁の協力を得て、翌

４８年に「遅いあなたが主役です」を合言葉に大矢野町で始めたもので、今年で４7回大会と

なります。

昭和４７年1月9日、「熊本市民マラソン大会」（１０ｋ）に、医者仲間の堤貞一郎達と参加した

加地正隆の一団はその優劣、順位、記録を争う競争に息を切らし、足はもつれ、やっとの思い

でゴールしたときは、既にそのゴールは撤去され閑散としていた。医者である加地は「私が思

とったマラソンとは違う。こん人達と走れば死ぬばい。健康を目的とし、人と競わず争わず、もっ

と楽しくマイペースで走るマラソンがあって良いのではないか」と声をかけ早速その晩、仲間

たちが集結した。そして中高年齢者の「健康マラソン」を合言葉とした「熊本走老会」（後に「熊

本走ろう会」に変更、会員１３名）が誕生した。次に健康をゴールとした大会を開催するとな

れば、阿蘇か、天草か──。1966年（昭和41年）に天草の島々を結ぶ風光明媚な天草五橋が

開通し、全国的にも「天草パールライン」として知名度も高い。そこで当時の川上大矢野町長

に打診したところ快諾を得た。それで開催地は決定した。しかし、加地も堤もマラソンの経験

はない。ズブの素人。加えて人と競わない「健康マラソン」となれば周囲からの圧力もある。

そこで秘策、日本における「マラソンの父」金栗四三元オリンピック代表を拝み倒し、名誉会

長にした。

「お医者さんのこぎゃん頭ば下げて頼みよんなはっとよ。しなっせ」とスヤ夫人の一言がきいた。

かかあ天下は金栗家も同じだったようだ（当時の会報より）

そして、翌昭和４８年３月１１日、大会名誉会長 金栗四三、大会会長 川上剛靖、大会委員長 

加地正隆が陣を敷き「遅いあなたが主役です」をスローガンとした日本で初めての健康マラソ

ン大会「第１回天草パールラインマラソン大会」が開催された。そこには金栗四三氏から指導

を受けたボストンマラソンの覇者山田敬三やオリンピック出場の貞永信義等総勢271名が全国

から集結し、風光明媚な天草パールラインを走った。後に山田敬蔵氏は「私は今日初めて、楽

しいマラソンを走った」と語っている。

天草パールラインマラソン大会は「熊本走ろう会」の歴史そのものです。

毎年、主催者である我が熊本走ろう会は前日祭から参加しています。その前日祭への参加者（宿

泊、バス送迎）を下記要項で募集いたします。

☆　大会日程等

３月９日（土）	 送迎バス　熊本駅新幹線口　出発　13時00分　白川公園　13時10分

	 宿　　泊　天草亀屋ホテル（０９６４－５９－０２１１）

	 参 加 費　１０，０００円（宿泊、送迎バス代）

	 前 日 祭　宮津海遊公園（道の駅さんぱーる横）16：30 ～ 19時頃まで、ホテルへ

３月１0日（日）	 開会式　　　８時４５分～　　全員ゴールしたあと熊本へ

※　�バス、宿泊申し込みは定員の都合により30人になり次第締め切ります。尚直前の解約は参

加費を戴きます。

※　バス・宿泊申込先　熊本走ろう会専用電話　０８０－３２２２－８４６０

◎３月３１日(日)　お花見マラソン

当日は開花するであろう熊本城の桜の下でお花見マラソン・宴を行います。

☆　集合場所　　　護国神社前広場　　（昨年と同様）

☆　集合時間　　　10時00分　　プロモウトラン（熊本城界隈及び繁華街を熊本走ろう会のＰＲラン）

☆　お花見の宴　　11時ごろから　　雨天のときは「城の湯」でおこないます。（別途入浴料が必要）

☆　会　　費　　　1,500円　　　　（弁当代、飲み物代は別途　個人負担）

※　参加者は事前に申込みが必要です。　3月25日まで、以降の解約は参加費を戴きます。

※　参加申込み　　熊本走ろう会専用電話　０８０－３２２２－８４６０

企画だより（参加者募集）
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ご存知ですか 健康マラソン発祥の記念碑

　速さを競わず、優劣を争わず、健康をゴールとして走る健康マラソン。 ここ上天草市は健康マラソンの聖

地です。 　天草パールラインマラソン大会会場のそばに健康マラソン発祥の記念碑があるのをご存知

でしょうか？　また大矢野総合体育館のロビーには、第一回天草パールラインマラソン大会からの資料が展

示されています。　大会参加の折にはぜひとも訪れてみてください。

国道２６６号

　上天草警察署

〇 〇
天草広域北消防署 　健康マラソン

● 発祥の記念碑

　 〇
道の駅

さんぱーる  　ハーフゴール

◎ ◎ 　 ◎ハーフスタート

　↑ ３キロ・１０キロ ●
　　　　スタート・ゴール 　大矢野総合体育館

＜碑文＞

健康マラソン由来の記

　　　　　「健康マラソンは不滅である」

　　　健康マラソン発祥の記念碑設立委員会

委員長　加地正隆

＜裏面＞

設立年月日 平成４年（１９９２年）　３月８日

設立者 健康マラソン発祥の記念碑設立委員会

発起人 熊本走ろう会

代　表 熊本走ろう会々長　加地正隆

顧　問 天草パールラインマラソン大会会長　大矢野町長　川上剛晴

支援・協力 大矢野町

平成4年3月8日

天草PＬマラソ
ン大会　会場

　健康マラソンの発祥は、昭和47年1月　熊本走ろう会を結成、中高年の持久走を健康マラソンと命名し、

「遅いあなたが主役です」のキャッチフレーズをかかげて、速さを競わず、優劣を争わず健康をゴールとし

て走る人々の共感と、市民の理解を得て次第に全国に普及し、今日の隆盛をきたし社会的にも、スポーツ

界にもその地位を確保するに至った。

　この時に於いて、我国健康マラソン発祥の碑を建てこれを記念する。

　全国の健康マラソンランナーおよびそれを取巻く全ての人々が開拓者である。ここにその人々の氏名

を刻して後世に残すものである。　

　その栄誉は永久に忘れられないであろう。

健康のために明るく、楽しく、ゆっくり走ることを創唱したに始まる。　昭和48年3月10日　熊本走ろう会

会長加地正隆、幹事長堤貞一郎および会員一同の要請を、大矢野町が受け入れて、名誉会長金栗四三翁

会長、川上剛晴町長、ランナー２７１名の同志を得て、我国最初の健康マラソン大会である第１回天草パール

ラインマラソン大会が開催された。

　爾来２０年、熊本走ろう会が提唱した健康マラソンは、天草パールラインマラソン大会を舞台として、
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新
年
三
社
参
り
ラ
ン

日　

時　

一
月
一
日
（
元
旦
）

時　

間　

七
時
～
九
時
一
〇
分

　

熊
本
走
ろ
う
会
創
設
の
翌
年
、
一
九

七
四
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
行
事
で
、

一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
、
新
し
い
年

を
迎
え
て
心
身
と
も
に
健
康
で
あ
る
こ

と
を
神
前
で
感
謝
し
、
そ
し
て
平
成
の

後
の
来
た
る
時
代
も
一
層
精
進
を
誓

い
、
多
幸
を
祈
念
し
な
が
ら
三
社
を
参

り
、
当
会
の
走
り
始
め
と
し
ま
し
た
。

　

会
長
の
新
年
あ
い
さ
つ
の
後
白
川
公

園
を
出
発
し
、
七
時
三
〇
分
頃
加
藤
神

社
横
で
、
美
し
い
初
日
の
出
を
遥
拝
し
、

手
を
合
わ
せ
ま
し
た
。

（
倉
岡
）

　

〈
参
加
者
一
八
名
〉

今
村
洋
一　

池
田
光
明　

出
田
秀
尚

北
村
勇
次　

倉
岡
英
夫　

斉
藤
睦
夫

後
藤
一
二　

城　

丘　

末
永
茂
朗

末
永
知
子　

高
塩
生
也　

田
代
治
彦

高
島
俊
夫　

鶴
田
淳
一　

富
加
見
靖
夫

藤
川
久
昭　

長
溝
浩
二　

本
田
敏
朗

『
新
年
三
社
参
り
ラ
ン
』

に
参
加
し
て

北
村
　勇
次

（
会
員
番
号
一
六
四
七
）

　

自
宅
か
ら
ラ
ン
で
、
市
電
で
、
遠
く

か
ら
車
で
、
手
段
は
そ
れ
ぞ
れ
で
す
け

ど
、
思
い
の
一
つ
に
は
、
今
年
一
年
を

健
康
で
ラ
ン
で
き
る
事
を
新
年
三
社
参

り
で
祈
願
す
る
為
、
朝
７
時
に
白
川
公

園
に
毎
年
集
結
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
初
め
て
参
加
し
た
の
は
、
ま
だ

走
ろ
う
会
に
入
会
し
て
い
な
い
今
か
ら

二
十
一
年
前
の
こ
と
で
す
。

　

年
末
年
始
で
帰
省
し
た
際
、
熊
本
の

新
聞
で
「
元
旦
三
社
参
り
マ
ラ
ソ
ン
…

会
員
以
外
も
参
加
で
き
ま
す
」
の
記
事

を
見
つ
け
ま
し
た
。
思
い
切
っ
て
集

合
場
所
の
「
水
道
町
の
加
地
医
院
ビ

ル
」
ま
で
家
内
に
送
っ
て
も
ら
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。
集
合
時
間
は
今
と
同
じ

七
時
、
熊
本
走
ろ
う
会
の
の
ぼ
り
旗
を

持
っ
た
方
を
先
導
に
、
大
勢
の
走
ろ
う

会
の
皆
様
の
仲
間
に
入
れ
さ
せ
て
貰
い

ま
し
た
。
お
参
り
す
る
神
社
は
今
と
同

じ
で
す
。
そ
の
年
の
参
加
者
に
年
男
の

八
十
四
歳
に
な
ら
れ
る
会
員
が
数
人
お

ら
れ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
今
年
で
７
回
目
の
参
加
で

す
が
、
熊
本
地
震
前
ま
で
は
熊
本
城
天

守
閣
前
広
場
で
初
日
の
出
を
迎
え
て
い

ま
し
た
が
、
震
災
の
影
響
で
今
年
も
加

藤
神
社
へ
の
参
道
（
坂
を
上
っ
た
所
）

で
平
成
最
後
の
初
日
の
出
を
待
つ
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
東
前
方
正
面
に
ビ
ル

が
あ
り
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
７
時

３
０
分
頃
無
事
に
、
御
来
光
を
拝
む
こ

と
が
で
き
、
感
動
で
し
た
。
こ
の
日
の

天
気
は
そ
の
後
曇
り
空
と
な
り
、
日
の

出
は
早
朝
だ
け
の
僅
か
な
時
間
帯
だ
け

で
元
旦
か
ら
「
早
起
き
は
三
文
の
徳
」

で
し
た
。
加
藤
神
社
か
ら
は
復
元
中
の

熊
本
城
の
天
守
閣
も
ま
じ
か
に
み
る
こ

と
が
で
き
、
改
め
て
郷
里
熊
本
へ
の
愛

着
を
感
じ
ま
し
た
。
護
国
神
社
で
の
集

合
写
真
は
今
年
も
神
主
様
に
お
願
い
す

る
こ
と
が
で
き
、
名
物
の
甘
酒
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
補
給
の
為
、
私
も
多
め
に
い
た

だ
き
ま
し
た
。
藤
崎
宮
か
ら
是
法
神

社
（
会
員
の
娘
さ
ん
が
、
こ
の
神
社
の

巫
女
さ
ん
を
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
）、

そ
し
て
水
前
寺
ま
で
の
ロ
ー
ド
は
私
の

学
生
時
代
の
通
学
路
（
ラ
ン
で
は
な
く

チ
ヤ
リ
）
で
毎
年
懐
か
し
く
感
じ
て
い

ま
す
。

　

水
前
寺
公
園
で
は
出
水
神
社
の
鳥
居

が
な
い
こ
と
に
今
年
気
が
つ
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
熊
本
地
震
の
影
響
で
し
ょ

う
か
。
こ
れ
ま
で
私
が
参
加
し
た
年
は

い
つ
も
鳥
居
の
前
で
の
集
合
写
真
で
し

た
が
、
今
年
は
東
海
道
五
十
三
次
の
景

勝
を
模
し
た
富
士
山
が
背
景
で
し
た
。

今
年
は
５
箇
所
の
神
社
で
お
参
り
し
、

白
川
公
園
か
ら
水
前
寺
公
園
ま
で
の
道

の
り
約
８
ｋ
の
走
り
初
め
も
で
き
ま
し
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た
。

　

水
前
寺
公
園
で
解
散
、
自
宅
の
帯
山

方
面
へ
は
走
ろ
う
会
の
ラ
ン
友
と
一

緒
、
３
～
４
ｋ
の
距
離
も
ま
た
楽
し
い

帰
り
路
と
な
り
ま
し
た
。

　

熊
本
走
ろ
う
会
に
入
会
し
て
２
年
、

色
々
な
行
事
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
沢
山
の
走
る
仲
間
も
で
き
ま
し

た
。
走
ろ
う
会
の
皆
様
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
今
後
共
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

十
二
月
江
津
湖

　　

ゆ
う
ぐ
れ
練
習
会

①
日　
　

時　

十
二
月
五
日
（
水
）

　

集
合
場
所　

ば
っ
て
ん
の
湯

　

時　
　

間　

十
八
時
～

　

十
二
月
と
い
う
の
に
寒
さ
は
感
じ
ま

せ
ん
で
し
た
。
走
り
始
め
の
ウ
オ
ー
ミ

ン
グ
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
語
り
合
い
な
が

ら
の
ラ
ン
で
し
た
。　
　
　
　

（
倉
岡
）

　

〈
参
加
者
三
名
〉

倉
岡
英
夫　

鶴
田
淳
一　

長
溝
浩
二

②
日　
　

時　

十
二
月
十
二
日
（
水
）

　

集
合
場
所　

ば
っ
て
ん
の
湯

　

時　
　

間　

十
八
時
～

　

今
日
は
寒
い
と
思
い
ま
し
た
。
走
る

途
中
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
給
の
大
切
さ
に

つ
い
て
話
し
合
い
、
特
に
ウ
ル
ト
ラ
マ

ラ
ソ
ン
で
は
、食
べ
込
む
力
が
な
い
と
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
切
れ
に
な
り
、
完
走
で
き

ま
せ
ん
と
の
結
論
に
な
り
ま
し
た
。

　

（
倉
岡
）

　

〈
参
加
者
二
名
〉

倉
岡
英
夫　

鶴
田
淳
一

③
日　
　

時　

十
二
月
十
九
日
（
水
）

　

集
合
場
所　

ば
っ
て
ん
の
湯

　

時　
　

間　

十
八
時
～

　

青
太
マ
ラ
ソ
ン
で
初
め
て
サ
ブ
４
を

達
成
し
た
と
言
わ
れ
る
田
中
さ
ん
と
二

人
で
し
た
．
小
生
は
３
５
日
振
り
の
ラ

ン
で
、
い
つ
も
の
コ
ー
ス
を
ゆ
っ
く
り

と
走
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　

（
斉
藤
）

　

〈
参
加
者
二
名
〉

田
中
勇
三　

斉
藤
睦
夫

④
日　
　

時　

十
二
月
二
十
六
日
（
水
）

　

集
合
場
所　

ば
っ
て
ん
の
湯

　

時　
　

間　

十
八
時
～

　

平
成
三
〇
年
最
後
の
江
津
湖
ゆ
う
ぐ

れ
ラ
ン
で
し
た
。

　

ラ
ン
に
関
す
る
今
年
の
回
顧
と
く
る

年
の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
倉
岡
）

　

〈
参
加
者
四
名
〉

倉
岡
英
夫　

田
中
勇
三　

斉
藤
睦
夫

長
溝
浩
二

十
二
月
運
動
公
園

　　

夕
暮
練
習
会

日　
　

時　

十
二
月
十
二
日
（
水
）

集
合
場
所　

運
動
公
園
パ
ー
ク
ド
ー
ム

　
　
　
　
　

室
内
プ
ー
ル
横

時　

間　
　

十
九
時
～

　

今
夜
も
寒
い
！

　

運
動
公
園
は
な
ぜ
か
今
日
も
走
る
人

が
少
な
い
。
み
ん
な
が
走
ら
な
い
時
こ

そ
走
る
ん
だ
！
と
先
日
和
水
町
で
あ
っ

た
瀬
古
利
彦
氏
の
講
演
会
を
思
い
出
し

な
が
ら
、
頑
張
っ
て
走
る
。　

（
今
村
）

　

〈
参
加
者
十
三
名
〉

今
村
洋
一　

浦
野
恵
子　

北
村
勇
次

小
牧
幸
治　

小
牧
陽
子　

後
藤
晴
喜

仙
波
論
子　

田
山
ゆ
か　

鶴
島
美
佐

成
田
浩
子　

東
園　

正　

平
井
ま
さ
み

笠　

陵
一

江
津
湖
ラ
ン
＆

　

野
菜
収
穫
祭

月　

日　

十
二
月
十
六
日
（
日
）

時　

間　

九
時
～
十
二
時

　

小
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
七
名
の

参
加
者
で
し
た
。
雨
の
関
係
で
江
津
湖

広
木
公
園
に
集
合
し
た
後
５
０
０
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
倉
岡
農
園
に
歩
い
て

向
か
い
、
み
ん
な
で
新
鮮
、
安
全
、
無

農
薬
野
菜
の
大
根
、
ニ
ン
ジ
ン
、
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
。
ネ
ギ
を
収
穫
し
ま
し
た
。

　

市
価
の
三
割
ほ
ど
の
値
段
で
買
い
上

げ
て
も
ら
い
、
売
り
上
げ
の
大
半
は
熊
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本
走
ろ
う
会
に
寄
付
と
い
う
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

野
菜
収
穫
の
あ
と
、
本
来
目
的
の
ラ

ン
に
な
り
、
一
周
約
一
・
三
キ
ロ
の
コ
ー

ス
を
み
ん
な
で
一
〇
周
し
て
、
満
足
し

た
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

　

後
日
「
収
穫
し
た
野
菜
は
美
味
し

か
っ
た
」
と
の
声
が
あ
り
、
生
産
者
と

し
て
は
嬉
し
い
気
持
ち
で
し
た
。

　

次
回
は
四
月
末
に
、
江
津
湖
ラ
ン
＆

サ
ラ
ダ
玉
ね
ぎ
収
穫
祭
を
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
倉
岡
）

　

〈
参
加
者
十
七
名
〉

青
山
正
志　

石
松
文
代　

今
村
洋
一

浦
野
恵
子　

緒
方
竜
彦　

北
村
勇
次

倉
岡
英
夫　

小
牧
裕
子　

坂
本
淳
一

坂
本
ひ
ろ
子　

鶴
田
淳
一

長
迫
登
志
子　

平
井
ま
さ
み

平
野
明
美　

平
野
政
輝　

廣
田
ゆ
う
こ

吉
次
雄
二

熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン

　
　
　
　
　

練
習
会

日　

時　

一
月
六
日
（
日
）

時　

間　

八
時
～
十
四
時
二
〇

　

毎
年
実
施
し
て
い
る
熊
本
城
マ
ラ
ソ

ン
に
備
え
て
の
練
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
オ
ー
プ
ン
参
加
を
含
め
四
六

名
の
参
加
者
で
し
た
。

　

今
ま
で
は
、
参
加
費
千
円
を
頂
い
て

エ
イ
ド
を
設
置
し
て
い
ま
し
た
が
、
迷

惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う

こ
と
で
、
自
分
の
責
任
で
、
コ
ン
ビ
ニ

な
ど
で
飲
食
物
の
補
給
を
行
な
い
、
う

ま
く
い
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

午
前
八
時
に
大
甲
橋
横
か
ら
、
三
班

に
分
け
、
責
任
者
を
指
定
し
て
、
七
時

間
以
内
に
完
走
す
る
よ
う
設
定
し
ま
し

た
が
、
制
限
時
間
が
ま
だ
十
分
あ
る
の

に
、
ギ
ブ
ア
ッ
プ
し
て
早
々
に
車
に
乗

る
人
が
散
見
さ
れ
た
の
は
、
少
し
残
念

に
思
い
ま
し
た
。
今
後
は
、
制
限
時
間

を
延
ば
し
た
り
し
て
多
く
の
人
が
完
走

す
る
よ
う
企
画
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

参
加
者
の
荷
物
を
運
ん
だ
り
、
人
を

搬
送
し
て
く
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
有
志

に
感
謝
し
ま
す
。

　

二
月
一
七
日
の
本
番
で
、
練
習
会
の

成
果
が
出
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

（
倉
岡
）

熊
本
城
練
習
会
に

　
参
加
し
て村

上
る
み
子

（
会
員
番
号
一
四
七
九
）

　

良
い
練
習
、
日
よ
り
で
す
。
参
加
者

は
４
０
名
く
ら
い
と
か
、
み
ん
な
元
気

そ
う
で
、
勢
い
良
く
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
私
は
熊
本
城
は
落
選
だ
っ
た
し
、

練
習
不
足
で
も
あ
り
バ
イ
パ
ス
、
出
た

ら
折
り
返
し
、
３
０
キ
ロ
位
走
っ
て
終

わ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て

私
も
２
０
キ
ロ
ま
で
は
元
気
良
く
走

り
、
引
き
返
す
予
定
の
バ
イ
パ
ス
に
来

ま
し
た
、
す
る
と
「
最
後
ま
で
走
り
ま

し
ょ
う
」
と
熱
い
声
。
励
ま
さ
れ
な
が

ら
ど
う
に
か
折
り
返
し
の
コ
ン
ビ
ニ
へ

～
。
コ
ン
ビ
ニ
か
ら
出
る
と
、
み
ん
な

か
ら
遅
れ
た
、
私
と
Ｍ
さ
ん
と
、
二
人
っ

き
り
で
し
た
。
そ
の
後
は
長
く
、
切
な

い
二
人
旅
で
す
。
足
は
重
く
、
攣
り
そ

う
で
歩
く
位
の
速
さ
で
す
。
で
も
迎
え

に
来
て
も
ら
お
う
と
か
、
思
わ
な
い
、

根
性
の
二
人
で
す
、
最
後
ま
で
走
る
つ

も
り
、
道
を
間
違
い
な
が
ら
、
コ
ツ
コ
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ツ
進
み
、
そ
し
て
ゴ
ー
ル
‼　

ゴ
ー
ル

の
場
所
を
間
違
っ
て
仲
間
に
迎
え
に
来

て
も
ら
う
、
失
敗
付
き
。
初
対
面
の
Ｍ

さ
ん
と
仲
良
く
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら

の
ラ
ン
。

　

苦
し
い
な
が
ら
、
楽
し
く
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
に
し
て
も
今
回
は
き
つ

か
っ
た
。
練
習
不
足
で
す

　

次
回
は
も
っ
と
気
持
ち
よ
く
走
れ
る

よ
う
、
真
面
目
に
練
習
し
て
お
き
ま
す

　
　

で
き
る
し
こ
で

新入会員抱負

池田　宏美　（紹介者　村上るみ子）

　ここ数年、走ることから気持ちが遠のいていましたが、今年の熊本城マラソンの当選をきっかけに、

ラン仲間の誘いで練習を再開しました、走ろう会の入会も進めていただき、練習会に参加するうち又、

走る楽しさがよみ返ってきました、生涯スポーツとして初心に返って楽しもうと思います。皆様宜し

くお願いします、

井手　貴美　（紹介者　村上るみ子）

　この度は、走ろう会に入会させてもらって、ありがとうございました。

　自分自身の健康の為、マイペースで、無理しないで、いろんな大会に参加したいと思っています。

よろしくお願いいたします。

佐藤　美智恵　（紹介者　村上るみ子）

　きちんと練習をして臨んだ大会では、タイムの良し悪しに関係なく、走っている間もゴールした後

も、とても楽しく満足感に浸れます。日々の練習の大切さを実感します。

　健康維持を目標に、体調管理に気を付けて、これからも楽しく走りたいと思います。

　よろしくお願いいたします。

原稿などの問い合わせ送り先：

立石連絡先　電話 096-232-7364　　携帯 090-8838-6114

　　　　　　PC メールアドレス：tateishi@hyper.ocn.ne.jp

連絡先●上村広子

〒 862-950　熊本市中央区水前寺 3 丁目 8-10-604

TEL ／ FAX：096-385-2040　　携帯：090-9658-2430

E-mail：hareruya0730ideal@yahoo.co.jp
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Ｎ
Ａ
Ｈ
Ａ
マ
ラ
ソ
ン

　
に
初
出
走土

田
　
通
彦

（
会
員
番
号
一
五
一
三
）

　

十
二
月
二
日
に
、
沖
縄
県
で
行
わ
れ

た
「
Ｎ
Ａ
Ｈ
Ａ
マ
ラ
ソ
ン
」
に
、
初
め

て
出
走
し
ま
し
た
。

　

と
き
ど
き
、
ト
レ
ジ
ム
で
お
会
い
す

る
会
員
の
古
谷
さ
ん
が
毎
年
出
走
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
お
話
を
聞
い

て
い
る
と
走
り
た
く
な
り
ま
し
た
。
ま

ず
、
ホ
テ
ル
と
飛
行
機
を
お
さ
え
て
、

マ
ラ
ソ
ン
に
申
し
込
む
と
抽
選
で
当
た

り
、
即
申
し
込
み
ま
し
た
。
た
だ
、
今

回
は
欠
員
が
出
て
、
初
め
て
二
次
募
集

が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

今
は
農
業
だ
け
で
暇
な
の
で
、
木
曜

の
飛
行
機
で
行
き
、
金
曜
日
の
昼
間
は

下
見
を
兼
ね
て
、
南
部
戦
跡
、
玉
泉
洞

等
の
定
期
観
光
バ
ス
に
乗
り
ま
し
た
。

平
和
祈
念
公
園
ま
で
が
坂
が
多
い
と
い

う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
夜
は
沖
縄

伝
統
芸
能
見
物
で
、
国
立
劇
場
沖
縄
へ
。

土
曜
日
は
マ
ラ
ソ
ン
の
受
付
を
済
ま
せ

て
、
宜
野
湾
の
佐
喜
眞
美
術
館
へ
。

　

日
曜
は
い
よ
い
よ
マ
ラ
ソ
ン
当
日
で

す
。
膝
の
テ
ー
ピ
ン
グ
を
し
て
も
ら
っ

て
か
ら
、
最
後
尾
付
近
に
い
て
、
ス

タ
ー
ト
直
前
に
小
用
を
足
し
ま
し
た
。

そ
の
せ
い
で
、
ス
タ
ー
ト
地
点
ま
で

行
く
の
に
、
二
十
二
分
か
か
り
ま
し

た
。
国
際
通
り
で
は
す
ご
い
人
出
の
応

援
で
す
。
南
国
ら
し
い
サ
ト
ウ
キ
ビ
な

ど
の
眺
め
の
中
を
チ
ン
タ
ラ
走
り
ま
し

た
。
中
間
点
付
近
の
平
和
祈
念
公
園
ま

で
、
少
し
ペ
ー
ス
を
気
に
し
て
走
っ
た

せ
い
か
、
そ
の
あ
と
の
後
半
は
か
な
り

へ
ば
り
ま
し
た
。
私
が
あ
ま
り
に
き
つ

そ
う
だ
っ
た
の
で
、
末
永
さ
ん
の
奥
さ

ん
が
声
を
か
け
き
ら
な
か
っ
た
と
の
後

日
談
で
す
。
な
に
せ
二
十
七
度
Ｃ
も

あ
っ
て
、
湿
度
も
も
わ
っ
と
し
て
い
ま

す
。
若
い
人
も
ば
て
て
い
る
人
が
少
な

く
な
く
、
救
急
車
も
何
度
か
き
て
い
ま

し
た
。
ゴ
ー
ル
し
て
み
る
と
、
あ
と
八

分
で
ゴ
ー
ル
地
点
閉
鎖
だ
っ
た
と
の
こ

と
。
頭
ま
で
脱
水
状
態
で
、
時
間
を
考

え
き
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

夕
方
の
打
ち
上
げ
会
に
誘
わ
れ
て
、

出
席
し
ま
し
た
。
鈴
木
さ
ん
、
末
永
さ

ん
夫
妻
、
地
元
の
Ｋ
さ
ん
と
五
人
で
し

た
。
そ
の
居
酒
屋
は
、
か
つ
て
Ｉ
さ
ん

が
か
な
り
生
ビ
ー
ル
を
飲
ま
れ
た
と
い

う
噂
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
私
も
負
け

じ
と
五
杯
飲
み
ま
し
た
。
鈴
木
さ
ん
の

お
話
で
は
、
昔
は
走
ろ
う
会
か
ら
四
十

人
く
ら
い
参
加
し
た
時
期
も
あ
っ
た
と

の
こ
と
。
マ
ア
、
私
設
エ
イ
ド
が
多
か
っ

た
こ
と
（
缶
ビ
ー
ル
ま
で
あ
り
）、
人

が
多
い
こ
と
、
暑
か
っ
た
こ
と
が
印
象

に
残
り
ま
し
た
。

肥
後
狂
句

Ｎ
Ａ
Ｈ
Ａ
マ
ラ
ソ
ン　

南
国
の
人
掻
き

分
け
ち
（
麓
山
）
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忘
年
マ
ラ
ソ
ン
＆
忘
年
会

日　
　

時　

１
２
月
２
４
日
（
月
・
祝
）

集
合
場
所　

熊
本
城
二
の
丸
公
園 

９
時

忘

年

会　

城
の
湯 
１
２
時
３
０
～

　

春
の
中
園
会
員
の
百
寿
を
祝
う
お
花

見
か
ら
、
金
栗
四
三
翁
ゆ
か
り
地
を
巡

る
ロ
ン
グ
ラ
ン
（
第
４
５
回
金
栗
四
三

翁
墓
参
マ
ラ
ソ
ン
）、
夏
に
は
緑
川
サ

ン
ト
リ
ー
試
飲
ラ
ン
、
熊
本
城
二
の
丸

集
合
ラ
ン
、
走
ろ
う
の
日
記
念
日
登
録
、

そ
し
て
秋
の
白
川
ミ
ド
ル
ラ
ン
、
木
原

不
動
尊
と
六
殿
宮
、
雁
回
山
を
巡
る
紅

葉
ラ
ン
、
江
津
湖
周
回
と
野
菜
収
穫
ラ

ン
等
初
め
て
の
試
み
に
一
喜
一
憂
し
た

平
成
３
０
年
も
師
走
２
４
日
の
忘
年
マ

ラ
ソ
ン
を
以
て
熊
本
走
ろ
う
会
の
走
り

納
め
と
な
り
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
護
国
神
社
に
参
拝
し
て
ス

タ
ー
ト
。
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
を

琴
平
神
社
で
折
り
返
し
、
そ
し
て
ク
リ

ス
マ
ス
イ
ブ
で
華
や
い
だ
シ
ャ
ワ
ー
通

り
、
下
通
、
上
通
ア
ー
ケ
ー
ド
を
走
っ

て
忘
年
会
会
場
の
「
城
の
湯
」
に
ゴ
ー

ル
。
温
泉
に
浸
り
な
が
ら
過
ぎ
去
っ
た

一
年
を
振
り
返
り
、
そ
し
て
新
し
い
時

代
の
到
来
に
思
い
を
馳
せ
つ
つ
「
健
康

マ
ラ
ソ
ン
」
と
の
出
会
い
に
心
と
身
体

を
癒
し
ま
し
た
。

　

忘
年
会
は
い
つ
も
の
よ
う
に
取
り
留

め
も
無
い
２
時
間
３
０
分
が
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
去
っ
て
、
甲
斐
副
会
長
の

三
本
締
め
で
納
会
し
た
も
の
の
、
中
に

は
証
拠
に
も
な
く
二
次
会
ま
で
繰
り

出
し
て
ハ
メ
を
外
し
た
グ
ル
ー
プ
も

あ
っ
た
模
様
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
新
着

W
e
b

会
報
よ
り
）
写
真
、
動
画
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
下
さ
い
。　
　

鶴
田

　

〈
参
加
者
四
十
名
〉

佐
藤
絹
代　

吉
次
雄
二　

城　

丘

上
村
広
子　

長
溝
浩
二　

緒
方
竜
彦

今
泉　

泉　

鶴
田
淳
一　

藤
川
久
昭

今
村
洋
一　

田
代
治
彦　

甲
斐
達
也

出
田
秀
尚　

小
牧
裕
子　

石
松
文
代

末
永
茂
朗　

末
永
知
子　

池
田
光
明

松
村
哲
夫　

宮
崎
正
二　

坂
本
健
一
郎

石
坂
勝
嗣　

土
田
通
彦　

北
村
勇
次

長
迫
敏
春　

長
迫
登
志
子　

高
塩
生
也

馬
渡
文
雄　

本
田
光
行　

立
石
隆
城

日
高
秀
士　

高
嶋
俊
夫　

藤
川
和
子

有
働
澄
子　

馬
宮
怜
子　

浅
井
美
栄
子

中
井
好
美　

園
田　

薫　

塚
本
ヒ
サ
子

浅
野
美
智
子
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「ノルディックウォーキングの会」コーナー

　会の開催日は毎月第３水曜日の９時に

運動公園元売店前に集合してから行いま

す。２月２０日、３月２０日に予定して

います。楽しみましょう！

　また、ランと並行してウォークが出来る行事の時も出来るだけ参加しましょう。

　２月２４日のスローロングラン時はウォーキングも行います。

運動公園内のロードに表示されている「効果的なウォーキングフォーム」

ノルディックウォーキング版 ( ウサギと亀）

（立石隆城）平成３０年１１月分

　月間勝敗→２２勝８敗　　月間歩行距離→ 203,340 歩　１３２㎞（歩幅６５㎝換算）

　（日課にしてのウォークをされている会員の皆様を集います。掲載しましょう！）

ぶらりウォークへのお誘い

　走ろう会の行事になかなか参加されない会員さん。参加したいけどその機会が無

いと感じておられる会員さん等。

　3月27日花見を兼ねて、新町などの熊本の歴史散策ウォークを計画しました。熊

本駅に集合して熊本城まで街並みを散策し、懐かしく美味しい食べ物を食べ、春の

暖かい風を感じながら二の丸公園で花見をご一緒しましょう！

（詳細は後日会報で）　

　担当者：上村、上田、寺本、村上
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私
は
寄
宿
舎
生
活
で
し
た
。
四
人
が

同
じ
部
屋
で
、
ラ
ン
プ
を
真
ん
中
に
置

い
て
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。
兄
が
中
学

に
や
っ
て
く
れ
て
有
難
い
事
、
嬉
し
い

事
だ
と
思
い
、
自
分
か
ら
明
日
は
何
を

や
る
の
か
よ
く
考
え
て
予
習
を
し
て
い

ま
し
た
。
他
の
諸
君
は
裕
福
な
の
で
、

し
て
い
た
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が

私
は
「
知
ら
ん
、
珍
し
い
、
こ
り
ゃ
何

か
い
（
こ
れ
は
何
だ
ろ
う
）
」
と
調
べ

て
い
ま
し
た
。
昔
も
今
も
同
じ
こ
つ
（
同

じ
こ
と
）
で
す
。
出
来
る
人
は
出
来
る
。

出
来
ん
人
は
出
来
ん
と
い
う
の
は
、
生

ま
れ
つ
き
で
な
く
て
身
を
入
れ
て
な

い
、
一
生
懸
命
や
っ
て
な
い
、
物
を
よ

く
見
て
い
な
い
、
私
の
場
合
物
を
よ
く

見
と
る
も
ん
だ
か
ら
、
本
を
読
む
と

ち
ょ
っ
と
し
た
す
じ
が
よ
く
わ
か
る
。

予
習
を
し
て
い
な
い
人
は
、
初
め
て
そ

こ
を
見
る
の
で
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
そ

こ
に
差
が
出
る
と
言
っ
た
ぐ
あ
い
で

す
。
帰
っ
て
か
ら
も
何
を
今
日
や
っ
た

か
と
、
も
う
一
度
見
直
す
。
そ
し
て
明

日
は
何
を
勉
強
」
す
る
の
か
下
見
す
る
、

予
習
す
る
。
一
回
傷
を
つ
け
て
お
く
、

そ
の
時
の
傷
は
浅
い
け
ど
、
さ
ら
に
覚

え
て
傷
を
つ
け
な
お
す
、
今
度
は
傷
が

深
く
な
っ
て
い
る
の
で
な
か
な
か
忘
れ

な
い
。
こ
れ
は
私
が
考
え
出
し
た
勉
強

方
法
で
す
が
、
高
等
師
範
を
出
て
教
員

に
な
っ
て
か
ら
も
、
こ
れ
が
ひ
じ
ょ
う

に
役
に
立
ち
ま
し
た
。

　

寄
宿
舎
か
ら
は
土
、
日
曜
日
に
う
ち

に
帰
っ
て
い
ま
し
た
。
私
の
足
が
強
く

な
っ
た
の
も
生
ま
れ
つ
き
な
の
も
あ
る

か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど
、
子
供
の
時
か

ら
少
し
ず
つ
歩
い
て
い
た
の
と
、
玉
高

に
行
っ
て
も
土
曜
、
日
曜
日
は
毎
月
四

回
、
夏
で
も
冬
で
も
五
里
の
道
を
歩
く
。

困
っ
た
の
は
一
里
歩
く
の
に
一
時
間
、

五
里
で
五
時
間
、
冬
だ
と
五
時
半
か
六

時
に
は
薄
暗
く
な
る
で
し
ょ
う
。
学
校

が
三
時
に
終
わ
り
、
そ
れ
か
ら
歩
く
と

途
中
で
真
っ
暗
に
な
る
し
、
外
灯
は
な

い
し
、
ち
ょ
う
ち
ん
は
な
し
、
山
道
は

お
そ
ろ
し
い
。
半
分
は
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ

足
で
走
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
繰
り
返
し

て
い
ま
し
た
。
帰
り
も
ま
た
そ
れ
を
や

る
の
で
往
復
十
里
、
月
に
し
て
四
十
里

（
百
六
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
歩
く
、
こ

れ
が
後
に
な
っ
て
非
常
に
役
に
立
ち
ま

し
た
。
十
五
、
十
六
歳
の
男
の
子
が
二
、

三
人
い
て
も
真
っ
暗
闇
は
恐
ろ
し
い
で

す
ば
い
。
だ
か
ら
走
り
足
に
な
る
。
人

間
は
命
が
け
に
な
る
と
た
い
し
た
も
ん

で
す
ば
い
。
そ
し
て
五
年
間
続
き
ま
し

た
。
学
校
の
通
信
簿
も
と
っ
て
あ
り
ま

す
た
い
。
で
も
、
う
ち
の
子
供
達
が
あ

ち
こ
ち
も
ち
だ
し
て

・
・
・
通
信
簿
が
出
て
く
る
。
・
・
・

奥
様
・
・
・
「
い
ば
ら
し
て
い
た
だ
く

と
だ
け
ん
（
い
ば
ら
し
て
い
た
だ
く
の

で
す
か
ら
）
良
か
で
す
た
い
」
「
わ
ー

す
ご
い
！　

席
次
一
、
二
番
ば
か
り
で

す
ね
。
」
「
甲
（
今
の
五
段
階
評
価
法
の

五
）
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
る
。
こ
れ

は
、
す
ご
い
成
績
で
す
ね
。
」
「
体
操
は
、

皆
、
甲
、
こ
り
ゃ
す
ご
い
‼

・
・
一
同
感
嘆
の
た
め
息
で
し
ば
し
・
・

「
先
生
の
学
校
時
代
に
風
邪
で
学
校
閉

鎖
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
」

今
で
い
う
伝
染
病
の
風
邪
で
閉
鎖
に

な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

病
気
は
、
個
人
、
そ
の
当
人
の
ミ
ス
だ
、

運
動
が
足
ら
ん
、
不
衛
生
だ
、
不
養
生

だ
、
自
分
の
身
か
ら
出
た
赤
サ
ビ
だ
と

思
い
ま
す
。
私
は
、
何
年
も
経
験
し
て

い
る
か
ら
申
す
と
で
す
た
い
。

（
昭
和
五
十
五
年
一
月
収
録
の
テ
ー
プ

か
ら
）

昭
和
五
十
九
年
六
月
二
十
八
日
発
行
の

熊
本
走
ろ
う
会
だ
よ
り
百
五
十
号
よ
り

転
載

会
員
番
号
九
八
五
号
平
野
明
美

Ⅴ
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氏
　

　
名

年
齢

走
歴

年
間

走
行

ｋ
ｍ

生
　

涯
走

行
ｋ
ｍ

月
平

均
走

行
ｋ
ｍ

１
回

平
均

走
行

ｋ
ｍ

年
間

勝
敗

数
  

月
平

均
勝

数

Ｈ
３

０
年

中
の

実
績

生
　

涯
　

実
　

績

フ
ル

５
０

Ｋ
1
0
0
ｋ

フ
ル

５
０

ｋ
1
0
0
ｋ

1
倉

岡
　

英
夫

7
1

4
4

4
,7

4
5

7
2
,7

0
6

3
9
5
.4

1
7
.1

2
7
7
＞

8
8

2
3

1
1

1
0

1
2
0

5
1
8

2
吉

良
　

　
優

6
5

1
3

4
,4

5
0

5
0
,8

9
7

3
7
0
.8

1
2
.4

3
6
0
＞

5
3
0

0
0

0
0

0
0

3
池

田
　

光
明

6
9

2
9

3
,3

8
7

3
9
,0

0
4

2
8
2
.3

1
7
.8

1
9
0
＞

1
7
5

1
5

6
0

0
2
7

1
0

4
釘

島
　

京
平

7
0

3
0

3
,2

9
8

8
8
,2

0
8

2
7
4
.8

1
0
.6

3
1
1
＞

5
4

2
6

5
2

0
8
6

6
2
0

5
緒

方
　

竜
彦

5
4

1
0

3
,2

6
5

3
4
,1

8
8

2
7
2
.1

1
0
.9

3
0
0
＞

6
5

2
5

2
0

0
9

0
0

6
山

名
　

慎
一

5
5

8
3
,1

5
3

2
7
,6

2
7

2
6
2
.8

1
9
.8

1
5
9
＜

2
0
6

1
3

1
2

2
2
3

8
2
0

7
出

端
　

文
男

5
9

2
5

2
,9

5
6

3
9
,8

1
1

2
4
6
.3

1
7
.7

1
6
7
＜

1
9
8

1
4

4
1

2
3
9

5
1
2

8
田

嶋
　

修
治

7
3

2
9

2
,8

9
8

5
6
,6

3
9

2
4
1
.5

1
0
.1

2
8
7
＞

7
8

2
4

9
0

0
7
5

0
1

9
坂

本
　

淳
一

5
8

3
2
,8

1
8

9
,6

6
2

2
3
4
.8

ー
ー

ー
4

0
0

1
2

0
0

1
0

坂
本

ひ
ろ

子
5
5

5
2
,8

1
4

1
2
,0

9
4

2
3
4
.5

ー
ー

ー
5

0
0

1
5

2
0

○
　

１
年

間
の

デ
ー

タ
　

年
間

走
行

距
離

な
ど

を
集

計
し

て
み

ま
し

た
。

〇
　
「

う
さ

ぎ
た

ち
と

亀
た

ち
の

動
き

」
は

競
争

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

決
し

て
無

理
を

し
な

い
よ

う
に

マ
イ

ペ
ー

ス
で

楽
し

く
走

り
ま

し
ょ

う
。

○
　

会
員

で
あ

れ
ば

、
い

つ
で

も
参

加
で

き
ま

す
。

自
分

の
走

り
の

励
み

や
楽

し
み

に
な

り
ま

す
よ

。

（
年

間
走

行
距

離
の

ベ
ス

ト
1
0
な

ど
）

Ｈ
３

０
年

１
２

月
３

１
日

Ｈ
３
０
年
の
年
間
「
う
さ
ぎ
た
ち
と
亀
た
ち
の
動
き
」
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※
　
100kラ

ン
は
、
100k以

上
の
超
ウ
ル
ト
ラ
も
含
む
。
　
◎
　
新
規
登
録
者
　
○
年
内
登
場
者
　
△
　
復
活
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
30年

12月
締
め
分

***** 
う

さ
ぎ

た
ち

と
亀

た
ち

の
動

き
（

年
齢

順
）

�
�

�
�

�
 

会
員

N
O

氏
　
　
名

年
齢

走
歴

フ
ル

マ
ラ

ソ
ン

5
0
k

ラ
ン

1
0
0
k

ラ
ン

月
間

勝
敗

月
間

走
行

km
年

間
走

行
km

生
涯

走
行

km
ち

ょ
っ

と
一

言
、

反
省

と
希

望
を

込
め

て

1
3
1
3

馬
渡
　
文
雄

8
5

2
5

1
1

4
0

2
4
＞

7
3
5

5
7
9

4
2
,9

1
0

腰
痛

や
や

気
に

な
る

。
ス

ト
レ

ッ
チ

を
充

分
に

・
・

・

9
5
9

牧
野
　
佐
吉

8
4

4
6

4
6

3
0

1
9
＞

1
2

1
9

3
0
6

7
5
,2

2
6

足
が

衰
え

つ
つ

あ
る

の
で

、
頑

張
っ

て
い

ま
す

。

1
0
0
0

村
山
　
　
巧

8
4

3
5

3
3

0
0

3
1
＞

0
8
4

7
1
2

1
5
0
,9

1
5

毎
日

楽
し

く
ウ

オ
ー

ク
す

る
。

2
0
1

鈴
木
　
三
雄

8
3

4
5

1
6
1

9
9

2
0
>
1
1

2
0
6

2
,4

2
6

8
7
,3

8
2

寒
波

に
負

け
た

の
は

年
な

の
か

、
そ

れ
と

も
自

分
の

人
生

に
も

あ
き

ら
め

た
の

か
…

よ
く
考

え
よ

う
。

1
0
1
4

藤
川
　
久
昭

8
3

7
3

3
3

0
0

1
4
＜

1
7

9
3

1
,1

3
5

1
2
2
,5

1
1

忘
年

マ
ラ

ソ
ン

、
定

期
総

会
楽

し
か

っ
た

で
す

ね
。

1
2
2
0

出
田
　
秀
尚

8
0

2
3

4
0

0
2
1
＞

1
0

2
4
2

2
,6

4
3

4
2
,8

4
2

熊
本

城
マ

ラ
ソ

ン
に

向
け

て
、

ペ
ー

ス
ア

ッ
プ

し
な

け
れ

ば
。

1
1
6
9

木
下
　
文
洋

7
8

3
1

2
8

0
0

1
6
＞

1
5

5
8

6
6
8

4
8
,9

5
7

平
成

最
後

の
年

末
頑

張
り

ま
し

た
。

佳
い

年
に

向
け

努
力

し
ま

す
。

1
1
8
6

魚
住
　
　
稔

7
8

1
3

1
0

0
1
5
＜

1
6
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、
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。
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膝
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、
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３
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投
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順
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合
志
市　
　
　

長
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健
治

や
り
ば
な
し　

飲
ん
だ
あ
げ
く
が
二
日
酔
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し
か
し
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末
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振
り
返
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鐘
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返
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Ｒ
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が
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は
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し　

世
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せ
見
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し
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も
し
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負
け
ず
嫌
い
で
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と
げ
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後
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の
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で
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３
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の
課
題
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で
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朝
は
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手
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今
度
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ハ
ガ
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各
笠
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句
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で
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郵
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て
下
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い
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スマートフォンの

使い方がわからな

いわ。 

毎月の料金を安く

するにはどうした

らいいかしら。 

会員番号１４４７ 

株式会社ハイコム 

代表取締役 甲斐 達也 

使い方はいつでも丁寧

に ご 説 明 い た し ま

す！！ 

最適な料金プランもわ

かりやすくご案内いた

します！！ 

はじめての携帯電話 かんたんケータイ 

スマートフォン 料金診断 
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熊本市中央区新屋敷１－１４－３０

熊本市中央区下通

出田　秀尚
http://kumamotohashiroukai.com/

社会福祉法人 上ノ郷福祉会
会長 宮﨑正二 会員番号１４６４ 

特別養護老人ホームこぼり苑

障がい福祉サービス事業所季の庭

上ノ郷保育園
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